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研究課題名

「造礁サンゴ上に生息するヒラムシ類の多様性解明およびDNAバーコーディングを用いた食性調査」

研究実施者：露木葵唯（北海道大学大学院自然史専攻修士 2年）

本研究により、天草諸島沿岸海域において 2種のホソヒラムシ類Amakusap/anaohshimaiおよび

Prosthiostomum cf. sonorumがイシサンゴ類の 1種であるエダミドリイシ Acroporapruinosaを捕

食していることが初めて明らかとなった。

l. 得られたヒラムシ類 2種について

熊本県天草諸島の牛深および曲崎の潮下帯より得たイシサンゴ類のコロニーよりホソヒラムシ科の

2種①IA.makusaplanaohshimai Kato, 1938および②Prosthiostomumcf. sonorum Kato, 1938を得た。以下

に得られた 2種について述べる。

① Amakusaplana ohshimai Kato, 1938（図 I)

本種は 1938年に天草・曲崎のイシサンゴ類上から記載されたが、原記載以

降一度も報告が無かった。 1)頭部に凹みがある、 2)腹側の吸盤構造をもた

ない、 3)眼点が脳域と周縁域に明確に分かれない、 4)体色は赤褐色であ

る、といった外部形態の特徴を有する。

② Prosthiostomum cf. sonorum Kato, 1938（図2)

►図 1A. ohshimai 

（スケール： 5皿 n)

本種は 1938年に天草・曲崎の水深約 18メートルからドレッジ調査で得られ

た標本を基に記載されたが、 A.ohshimaiと同じく原記載以降一度も報告が無

かった。 2019年 6月に天草・曲崎のエダミドリイシ上から得られた個体は、

眼点や体色といった外部形態の特徴の類似性から本種である可能性が高いと

考えられた。

2. 2種のサンゴ捕食性について

►図 2P. cf. sonorum 

（スケール： 5mm)

両種とも、腸を含む体の一部から抽出した DNAサンプルからエダミドリイシ Acroporapruinosa 

(Brook, 1892)の部分配列が検出された。また、両個体の矢状面切片を観察した結果、 A.ohshimaiに

おいては腸内および間充織に、 Pcf. sonorumにおいては腸内のみに、捕食相手であるサンゴ由来と

思われる共生藻のような構造が多数分布している様子が確認された。このことから、両種は造礁サ

ンゴの一種であるエダミドリイシAcroporapruinosaを捕食している可能性が高いと考えられた。

1地点から少なくとも 2種のヒラムシ類が確認されたことを鑑みるに、未精査の地点ではまだ把握しき

れていない種多様性が存在している可能性がある。今後採集地点を拡げることにより、サンゴ捕食性ヒ

ラムシ類の実態を明らかにしていきたい。


